
人
事
異
動

部
長
級

▼
生
活
経
済
部
長　

黒
田
貢

▼
都
市
建
設
部
長　

佐
久
間
洋

課
長
級

▼
地
域
政
策
課
長　

小
室
雅
明

▼
保
険
課
長　

酒
出
真
人　

▼

み
ど
り
環
境
課
長　

塚
本
真
司

▼
都
市
整
備
課
長　

矢
萩
智　

▼
生
涯
学
習
課
長　

田
口
眞
一

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

横
田
祐
之

退
職
者

▼
菅
谷
康（
生
活
経
済
部
長
）　

▼
荻
津
晴
幸（
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
）　

▼
篠
原
明
浩（
保

険
課
長
）　

▼
平
野
敬
一（
道
路

建
設
課　

課
長
補
佐
）　

▼
大

貫
恵
美
子（
長
寿
福
祉
課　

係

長
）　

▼
齋
藤
優
太（
商
工
観
光

課　

主
事
）　

▼
川
上
新
太
郎

（
み
ど
り
環
境
課　

主
事
）

退
任
者

▼
安
正
弘
（
都
市
建
設
部
長
）

新
規
採
用
者

▼
理
﨑
ひ
か
り（
地
域
政
策
課
）

▼
飛
田
涼（
税
務
課
）　

▼
大
曽

根
優
輔（
長
寿
福
祉
課
）　

▼
戸

澤
幹（
保
険
課
）　

▼
大
久
保
葵

（
町
民
課
）　

▼
江
幡
隼
輝（
み

ど
り
環
境
課
）　

▼
勝
田
啓
史

（
道
路
建
設
課
）　

▼
末
村
俊
樹

（
下
水
道
課
）　

▼
綿
引
勇
太

（
健
康
増
進
課
）　

▼
大
橋
凜
南

（
学
校
教
育
課
）　

▼
米
川
侑
吾

（
消
防
本
部
）　

▼
諸
川
翔
（
消

防
本
部
）

令
和
３
年

人
事
異
動

４
月
１
日
付
町
職
員
の
異
動
・
退
職
・
退
任
お
よ
び

新
規
採
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
先
】
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
５
（
直
通
）

７
人　

令
和
３
年
３
月
31
日
付

　
　
　
（　

）
内
は
所
属
名

12
人

（　

）
内
は
配
属
先

１
人　

令
和
３
年
３
月
31
日
付

　
　
　
（　

）
内
は
所
属
名

日   曜日

※予定が変更になる
場合があります。

事　業　名 
受付時間

9

11

12

14

25

27

日

火

水

金

火

木

ウォーキングの会　
町を歩こう

（石崎地区）(申込み
制)

1歳6か月児健診（時
間指定制）

健康相談

8～9か月児育児相談

（時間指定制）

パパママ教室（出産
・育児編）

　　　　　　　(申込
み制)

3歳児健診（時間指
定制）

5歳児健診（時間指
定制）

  8：30 ～  9：00

13：00 ～13：45

  9：00 ～11：30

  9：45 ～

13：15 ～

13：00 ～13：45

13：00 ～
14：30 ～

健康増進課（保健セン
ター）５月の予定

　

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
学
校
、
病
院
、
児

童
福
祉
施
設
、
行
政
機
関
屋
内
の
全
面
禁
煙
が
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ら
以
外
の
施
設
屋
内
（
事
務
所
・

ホ
テ
ル
・
飲
食
店
な
ど
）
で
も
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
は
原
則
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

　

喫
煙
は
、
健
康
状
態
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
喫

煙
関
連
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
受
動
喫
煙
、
三
次
喫
煙（
サ
ー
ド
ハ
ン

ド
ス
モ
ー
キ
ン
グ
）は
周
り
の
人
の
健
康
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
特
に
発
育
途
上
に
あ
る
子
ど
も
の
体
に
影

響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
の
習
慣
が

あ
る
方
は
、
自
身
と
周
り
の
人
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

受
動
喫
煙
と
は

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
喫
煙
者
が
吸
う「
主
流
煙
」、

喫
煙
者
が
吐
き
出
し
た「
呼
出
煙
」、
タ
バ
コ
か
ら
立
ち

上
が
る「
副
流
煙
」が
あ
り
、
受
動
喫
煙
と
は
こ
の
副
流

煙
や
呼
出
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

副
流
煙
中
の
有
害
物
質
の
濃
度
は
主
流
煙
中
よ
り

も
高
い
た
め
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
そ
ば
で

煙
を
吸
う
こ
と
で
、
体
内
に
有
害
物
質
を
吸
引
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
次
喫
煙（
サ
ー
ド
ハ
ン
ド
ス
モ
ー
キ
ン
グ
）と
は

タ
バ
コ
を
消
し
た
後
、
喫
煙
者
の
衣
服
や
毛
髪
、

部
屋
の
壁
紙
や
車
の
シ
ー
ト
に
つ
い
た
煙
の
有
害
成

分
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
皮
膚
か
ら
吸
収
し
た
り
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
直
接
煙
に
接
触
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
有
害
成
分
を
取
り
込
む
こ
と

に
な
る
た
め
、
受
動
喫
煙
の
一
種
と
い
え
ま
す
。

親
の
喫
煙
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
影
響

　

受
動
喫
煙
に
よ
り
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
り
、

気
管
支
炎
や
ぜ
ん
そ
く
発
作
、
中
耳
炎
な
ど
の
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
乳
児
期
は
乳
児
突
然

死
症
候
群
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

妊
娠
中
の
母
親
の
喫
煙
に
よ
る
影
響

　

妊
婦
自
身
の
自
然
流
産
率
は
２
倍
、
早
産
の
頻
度

も
1.4
〜
２
倍
に
増
加
し
ま
す
。
胎
児
の
発
育
不
全
や

常
位
胎
盤
早
期
剥
離
、
前
置
胎
盤
の
頻
度
も
増
加
し

ま
す
。

禁
煙
に
は
習
慣
づ
け
が
重
要
で
す　

　

た
ば
こ
を
吸
っ
て
す
っ
き
り
し
た
と
い
う
記
憶
や

身
に
つ
い
た
癖
、
日
々
の
習
慣
、
ニ
コ
チ
ン
へ
の
依

存
な
ど
に
よ
り
、
禁
煙
を
す
る
に
は
強
い
意
志
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
に
代
わ
っ
て
、
水

を
飲
む
、
深
呼
吸
を
す
る
、
歯
を
磨
く
、
散
歩
す
る

な
ど
日
常
生
活
を
工
夫
し
、
口
寂
し
さ
へ
の
対
処
や
、

新
た
な
習
慣
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

妊
婦
や
授
乳
中
の
お
母
さ
ん
で
な
け
れ
ば
、
ニ
コ

チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
使
え
ま
す
。
薬
局

や
お
近
く
の
禁
煙
外
来
を
訪
ね
る
こ
と
も
有
効
手
段

の
ひ
と
つ
で
す
。

５
月
31
日
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
構
）が
定
め
た

世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

こ
し
ゅ
つ
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【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

（
評
）飯
島
さ
ん｜

音
で
聞
く
と
ま
ず
納
得
、漢
字
で
見

る
と
さ
ら
に
楽
し
め
る
技
巧
の一句
。こ
れ
か
ら
は
青
竹

の
眩
し
い
季
節
だ
。野
口
さ
ん｜
蓬
餅
の
香
り
に
、根
付

い
た
土
手
の
情
景
を
も
思
う
。作
者
の
感
じ
た
爽
や
か

な
香
り
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
る
。鳥
羽
田
さ
ん｜

澄
ん

だ
空
気
の
中
、彼
方
に
見
え
る
筑
波
峰
と
梅
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
鮮
や
か
。

（
評
）春
ス
タ
ー
ト
、歌
壇
に
も
新
し
い
方
々
の
応
募
が
あ
っ

た
。鳥
羽
田
さ
ん｜

ね
ぐ
ら
に
帰
る
鳥
た
ち
の
姿
も
消
え

病
室
に
迫
る
日
暮
れ
。何
と
も
言
え
な
い
寂
し
さ
が
漂
う
。

郡
司
さ
ん｜

「
静
か
に
祝
う
」に
長
年
連
れ
添
っ
た
慎
ま
し

や
か
な
お
二
人
の
表
情
が
浮
か
ぶ
。六
十
年
目
は
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
式
と
い
う
ら
し
い
。き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
。浦
井
さ

ん｜

満
開
の
桜
が
作
者
に
微
笑
み
か
け
て
、や
さ
し
い
笑
顔

の
友
に
逢
い
た
い
気
持
ち
を
募
ら
せ
る
。う
ら
ら
か
な
春
。

で

○
病
室
の
窓
よ
ぎ
り
ゆ
く
鳥
す
ら
も
絶

え
て
寂
し
き
日
暮
れ
と
な
り
ぬ

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

煙
コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
続
く
日
々
な

れ
ど
静
か
に
祝
う
婚
六
十
年

　

郡
司　

勝
夫（
網　

掛
）

煙
絵
手
紙
に
桜
満
開
春
う
ら
ら
笑
顔
や
さ

し
き
友
に
逢
い
た
し

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

あ
の
犬
も
あ
そ
こ
の
犬
も
ダ
イ
エ
ッ

ト
な
ん
と
幸
せ
お
犬
さ
ま
た
ち

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

土
よ
り
出
何
を
想
う
て
急
ぎ
巣
へ
蟻

に
も
あ
る
の
か
心
配
事
が

飯
島　
　

裕（
大　

戸
）

　

青
い
空
ふ
と
見
上
げ
れ
ば
千
切
れ
雲

季
節
の
風
よ
コ
ロ
ナ
連
れ
去
れ

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

ふ
る
さ
と
の
広
き
田
圃
や
ト
ラ
ク
タ
ー

春
耕
競
う
エ
ン
ジ
ン
の
音

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

人
知
れ
ず
緑
地
に
咲
い
た
蒲
公
英
の

黄
の
色
眩
し
夕
日
色
し
て

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

コ
ロ
ナ
禍
は
治
る
気
配
の
さ
ら
に
な

い
一
年
お
く
れ
て
聖
火
は
走
る

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

つ
い
に
咲
く
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
の
花

一
輪
柔
ら
か
き
白
三
月
二
十
九
日

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

○
筍
は
旬
を
跨
ぎ
て
竹
に
な
り

飯
島　
　

裕（
大　

戸
）

煙
蓬
餅
土
手
吹
く
風
の
匂
い
あ
り

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

煙
梅
ま
つ
り
寒
の
戻
り
て
遠
筑
波

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

廃
校
の
庭
に
ポ
ツ
ン
と
山
桜

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

年
の
豆
数
え
て
み
た
り
手
に
あ
ふ
る

横
田　

康
治（
長　

岡
）

　

少
年
の
ペ
ダ
ル
一
気
に
風
光
る

　

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

献
血
の
鮮
血
の
如
緋
木
瓜
咲
く

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　
ふ
き
み
そ
に
今
日
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す

冨
永
眞
利
子（
谷
田
部
）

　

目
に
染
み
る
心
が
弾
む
春
桜

上
野　

愿
重（
鳥
羽
田
）

　

水
戸
梅
園
馥
郁
こ
の
み
深
呼
吸

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

大
戸
地
区
で
は
、
平
成
20
年
頃
よ
り
、
飯
塚
美
智
子
さ
ん
を

中
心
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
会
を
つ
く
り
、
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
週
に
３
日
、
12
名

ほ
ど
の
仲
間
が
集
ま
り
、
練
習
や
試
合
を
し
な
が
ら
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
参
加
者
の
年
齢
は
70
代
か
ら
90

代
ま
で
と
幅
広
く
、
世
代
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で
き
る

と
こ
ろ
も
魅
力
で
す
。
一
人
で
は
な
か
な
か
続
か
な
い
こ
と

も
、
仲
間
と
共
に
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
む
こ
と
で
、
無
理
な

く
継
続
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
人
生
で
一
番
大
切

な
も
の
は
健
康
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
頭
が
良
く
て

も
、
大
金
が
あ
っ
て
も
、
健
康
を
損
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
幸
せ

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
人
生
の
最
高
の
幸
せ
は
、
ま
ず
健
康
で
長

寿
を
全
う
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
は
特
に
、

運
動
不
足
が
体
力
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。
体
を
動
か
す
の

が
お
っ
く
う
に
な
っ

て
し
ま
う
前
に
、
楽

し
く
運
動
を
す
る
習

慣
が
身
に
つ
い
て
い

る
こ
と
が
重
要
で

す
。
大
い
に
運
動
を

し
て
体
を
鍛
え
、
幸

せ
な
毎
日
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り清　

水　
　
　

操

レ
ポ
ー
タ
ー

し
ん
ぼ
く
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